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◆ キーワード　アイヌ語／韻律／音節／アクセント／類型と歴史

ア
イ
ヌ
語
の
韻
律
の
技
法
と
類
型

奥 

田　

統 

己

一
．
本
稿
の
概
要
と
目
的

ア
イ
ヌ
語
の
韻
文
に
お
い
て
は
、
一
行
を
「
大
抵
は
四
・
五
・
六
音
節
」

「
1
行
5
音
節
が
基
本
」
に
整
形
す
る
技
法
の
存
在
が
、
従
来
か
ら
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
行
の
音
節
数
を
揃
え
よ
う
と
す
る
韻
律
を

「
音
節
数
志
向
」
と
す
る
な
ら
、
行
の
な
か
で
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
置
を

揃
え
よ
う
と
す
る
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律
も
、
偶
然
に
帰
す
こ
と

の
で
き
な
い
技
法
と
し
て
ア
イ
ヌ
語
の
韻
律
の
伝
統
の
な
か
に
存
在
す
る

こ
と
を
、
筆
者
は
近
年
指
摘
し
て
き
た
。
こ
の
二
つ
の
韻
律
は
物
語
ジ
ャ

ン
ル
や
音
楽
的
な
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
地
域
を
超
え
て
広
が
っ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
語
の
韻
文

の
歴
史
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
。

本
稿
で
は
、
筆
者
の
こ
の
か
ん
の
成
果
を
い
っ
た
ん
整
理
し
た
う
え
で
、

こ
れ
ら
二
種
類
の
韻
律
が
ア
イ
ヌ
語
に
限
ら
な
い
一
般
的
な
韻
律
の
類
型

論
の
な
か
に
位
置
づ
き
、
ア
イ
ヌ
語
の
韻
文
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
と
表
現
の

両
面
に
お
い
て
共
時
的
・
通
時
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
新
た
に
提
起
す

る
こ
と
を
論
じ
る
。

二
．
先
行
研
究

二
．
一
．
行
の
音
節
数

ア
イ
ヌ
口
頭
文
芸
の
う
ち
、
英
雄
叙
事
詩
、
神
謡
、
叙
情
歌
な
ど
と
呼

ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
は
、
短
く
繰
り
返
さ
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
、
詞
句

の
リ
ズ
ム
を
整
え
ら
れ
て
演
じ
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
一
行
の
音
節

数
を
一
定
の
範
囲
に
収
め
よ
う
と
す
る
技
法
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
金
田
一
（
一
九
三
一
）
は

「
四
音
節
の
語
な
ら
各
音
節
が
同
じ
長
さ
に
ゆ
っ
く
り
発
音
さ
れ
、
五

音
節
の
語
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
早
口
に
収
め
、
六
・
七
節
或
は
そ
れ
以
上

の
時
で
も
、
構
わ
ず
早
口
に
謡
っ
て
四
歩
に
収
め
て
行
く
の
で
あ
る
。

大
抵
は
四
・
五
・
六
、
多
く
て
も
七
音
節
位
に
各
句
が
出
来
上
っ
て
、
曲
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節
に
載
り
よ
く
出
来
上
っ
て
い
る
所
が
、
律
語
で
あ
る
所
以
」

で
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
田
村
（
一
九
七
三
、一
九
八
七
）
は

「
ア
イ
ヌ
の
歌
の
多
く
は
1
行
5
音
節
が
基
本
で
あ
る
．
ア
イ
ヌ
語
の
単

語
は
1
音
節
、
2
音
節
、
3
音
節
の
も
の
が
多
く
、
長
い
単
語
で
も
、

短
い
要
素
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
要
素
と
要
素
の
間
で
行
を
分
け
る

こ
と
も
で
き
る
．
し
た
が
っ
て
、
1
行
を
5
音
節
に
す
る
の
は
、
そ
う

む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
．
し
か
し
こ
の
音
節
数
を
守
り
あ
る
い
は

リ
ズ
ム
を
と
と
の
え
る
た
め
に
、
な
お
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ
る
」

と
述
べ
、
続
け
て
具
体
的
な
韻
文
の
技
法
を
記
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
技
法
を
奥
田
（
二
〇
一
二
、二
〇
一
七
）
は
「
音
節
数
志

向
」
の
韻
律
と
し
た
。
日
本
語
の
七
五
調
は
、
音
節
で
は
な
く
拍
を
単
位

と
す
る
も
の
の
、
行
の
な
か
で
の
単
位
の
数
を
一
定
に
揃
え
よ
う
と
す
る

点
で
類
似
し
た
志
向
性
を
持
つ
韻
律
で
あ
る
。

た
だ
し
実
際
の
ア
イ
ヌ
語
の
韻
文
で
は
、
先
行
研
究
も
す
で
に
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
節
数
の
行
が
現
れ
る
。
も
っ
と
も
多
く

現
れ
る
の
は
田
村
（
一
九
七
三
、一
九
八
七
）
の
記
述
の
と
お
り
五
音
節
の

行
だ
が
、
四
音
節
の
行
も
し
ば
し
ば
歌
わ
れ
る
。

二
．
二
．
頭
韻
と
脚
韻

古
典
中
国
語
や
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

韻
文
で
は
、
一
行
の
な
か
で
の
音
節
の
数
や
種
類
（
長
短
、
強
弱
、
音
調

な
ど
）
の
配
置
に
関
す
る
規
則
（
平
仄
、m

eter

な
ど
）
に
加
え
、
行
末

に
現
れ
る
母
音
と
子
音
を
一
定
の
規
則
に
従
わ
せ
る
脚
韻
（rhym

e

）
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
諸
語
や
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
語
な

ど
の
詩
歌
で
は
、
行
頭
の
子
音
や
母
音
を
揃
え
る
頭
韻
（alliteration

）

が
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
る
（K

ara, 2011

、
風
間
、
二
〇
一
一
）。

Philippi

（1979

）
は
ア
イ
ヌ
語
に
お
け
る
脚
韻
と
頭
韻
の
可
能
性
を

以
下
の
よ
う
に
検
討
し
、
脚
韻
は
「
極
め
て
偶
発
的
に
」
頭
韻
は
「
散
発

的
に
」
発
生
す
る
と
し
て
い
る
。

In A
inu poetry rhym

ing occurs quite accidentally, as it does 
in Japanese poetry, but it is not prosodically relevant and 
not cultivated per se. A

lliteration occurs sporadically, and 
there som

etim
es appear to be conscious attem

pts on the part 
of the reciters to cultivate it, although it is by no m

eans 
obligatory.

ア
イ
ヌ
語
（
北
海
道
方
言
）
で
は
母
音
は
五
種
類
、
音
節
の
頭
に
立
つ

子
音
は
声
門
閉
鎖
音
を
含
め
て
十
二
種
類
、
音
節
末
の
子
音
は
九
種
類
で

あ
る
。
す
る
と
あ
る
程
度
の
長
さ
の
詞
句
を
取
り
ま
た
そ
の
な
か
で
の
配

置
を
と
く
に
指
定
し
な
け
れ
ば
、
同
音
の
繰
り
返
し
は
、
偶
然
に
委
ね
た

と
し
て
も
確
率
的
に
し
ば
し
ば
出
現
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
例
え
ば

連
続
す
る
四
行
を
と
っ
た
と
き
、
各
行
の
最
初
の
母
音
の
う
ち
二
つ
だ
け

が
同
じ
に
な
る
か
二
つ
ず
つ
の
ペ
ア
に
な
る
場
合
の
割
合
は
、
お
よ
そ
三

回
に
二
回
と
な
る
。
つ
ま
り
計
算
上
は
、
例
え
ば
四
行
の
詩
句
を
組
み
立

て
る
と
き
、
行
頭
に
同
じ
母
音
を
一
度
も
繰
り
返
さ
な
い
ほ
う
が
難
し
い
。

ま
た
ア
イ
ヌ
語
の
語
構
成
は
同
一
の
語
根
の
重
複
や
派
生
に
お
け
る
同
一

母
音
の
重
複
な
ど
を
多
用
す
る
の
で
、
一
行
・
一
語
の
な
か
で
の
同
音
反
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復
も
、
韻
文
の
技
法
と
は
無
関
係
に
し
ば
し
ば
発
生
す
る
こ
と
が
予
期
さ

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
確
率
的
予
測
を
大
き
く
超
え
か
つ
形
態
・
構
文
的
な
重

複
で
は
な
い
か
た
ち
で
繰
り
返
し
現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
さ
な
い
限
り
、

ア
イ
ヌ
語
の
韻
文
に
お
け
る
行
頭
や
行
末
な
ど
で
の
同
音
の
重
複
は
、
テ

キ
ス
ト
全
体
を
支
配
す
る
技
法
と
し
て
の
頭
韻
・
脚
韻
で
は
な
く
、

Philippi （1979

）
の
理
解
の
と
お
り
偶
発
的
あ
る
い
は
散
発
的
な
現
象
だ

と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
人
間
の
文
化
は
偶
然
の
分
布
に
も
何
ら
か
の
意
味
を
与
え
る

こ
と
が
あ
る
（
例
え
ば
夜
空
の
星
座
の
よ
う
に
）。
し
か
し
「
偶
然
の
な
か

に
読
み
取
ら
れ
る
文
化
的
な
意
味
」
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
外
か

ら
の
観
察
だ
け
で
は
な
く
、
語
り
手
や
聞
き
手
に
よ
る
「
中
か
ら
の
証
言
」

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

三
．「
音
節
数
志
向
」
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」

本
章
で
は
、
奥
田
（
二
〇
一
二
、二
〇
一
七
）
に
基
づ
き
、
北
海
道
沙
流

地
方
の
複
数
の
語
り
手
に
よ
る
韻
文
の
な
か
に
、
先
行
研
究
も
指
摘
し
て

い
る
よ
う
な
「
音
節
数
志
向
」
の
韻
律
に
加
え
、
行
の
な
か
で
の
ア
ク
セ

ン
ト
の
位
置
を
揃
え
よ
う
と
す
る
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律
が
存
在

す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

三
．
一
．
分
析
の
前
提
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
語
の
多
く
の
方
言
は
高
低
の
区
別
に
よ
る
ア
ク
セ
ン

ト
を
持
つ
。
原
則
と
し
て
は
①
第
一
音
節
が
開
音
節
の
場
合
は
第
二
音
節

が
高
く
②
第
一
音
節
が
閉
音
節
の
場
合
は
第
一
音
節
が
高
く
な
る
。
た
だ

し
例
外
的
に
③
第
一
音
節
が
開
音
節
な
の
に
そ
の
音
節
が
高
い
語
が
あ
る
。

高
く
な
る
音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
を
付
し
て
例
示
す
れ
ば
、

①
の
例
：kam

úy 「
神
」　　

②
の
例
：áynu 「
人
間
」

③
の
例
：húci 「
お
ば
あ
さ
ん
」

筆
者
の
予
備
的
な
観
察
で
は
、
②
と
③
を
あ
わ
せ
第
一
音
節
に
ア
ク
セ

ン
ト
が
あ
る
語
は
ア
イ
ヌ
語
の
語
彙
全
体
の
二
〜
三
割
程
度
で
あ
る
。
な

お
以
下
の
分
析
で
は
、
各
行
の
最
初
の
ア
ク
セ
ン
ト
だ
け
を
表
記
す
る
。

三
．
二
．
五
音
節
を
主
と
す
る
口
演
の
例

沙
流
川
下
流
域
の
門
別
町
（
現
日
高
町
）
の
鳩
沢
ワ
テ
ケ
さ
ん
に
よ
る

叙
情
歌
の
口
演
（
田
村
、
一
九
七
三
、一
九
八
七
）
で
は
、
掛
け
声
以
外
の

行
は
三
四
行
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
三
行
が
五
音
節
、
一
行
が
六
音
節
か

ら
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
門
別
町
の
平
賀
サ
ダ
モ
さ
ん
に
よ
る
叙
情
歌
の
口
演
（
田
村
、

一
九
七
三
、一
九
八
七
）
の
な
か
で
は
、
掛
け
声
以
外
の
二
六
行
の
う
ち

二
五
行
が
五
音
節
、
一
行
が
六
音
節
で
あ
る
。

沙
流
川
中
流
域
平
取
町
の
貝
沢
こ
ゆ
き
さ
ん
が
口
演
し
た
叙
情
歌
（
甲

地
、
一
九
九
七
）
で
は
、
掛
け
声
以
外
の
行
は
一
〇
二
行
認
め
ら
れ
、
う

ち
四
音
節
が
一
行
、
五
音
節
が
八
八
行
、
六
音
節
が
一
〇
行
、
七
音
節
が
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三
行
で
あ
る
。

三
．
三
．
四
音
節
の
行
も
多
く
現
れ
る
口
演
の
例

右
に
あ
げ
た
叙
情
歌
の
口
演
で
は
ほ
と
ん
ど
四
音
節
以
下
の
行
を
用
い

な
か
っ
た
鳩
沢
さ
ん
、
平
賀
さ
ん
、
貝
沢
さ
ん
は
、
神
謡
の
口
演
で
は
次

に
見
る
と
お
り
四
音
節
の
行
を
よ
り
多
く
語
っ
て
い
る
。

鳩
沢
ワ
テ
ケ
さ
ん
口
演
の
神
謡
「
ア
マ
メ
チ
カ
ッ
ポ
」（
田
村
編
、

二
〇
〇
一
）
で
は
、
折
り
節
以
外
の
歌
わ
れ
る
行
は
九
〇
行
認
め
ら
れ
、

う
ち
四
音
節
が
一
四
行
、
五
音
節
が
四
九
行
、
六
音
節
が
二
三
行
、
七
音

節
が
四
行
で
あ
る
。
そ
し
て
四
音
節
の
一
四
行
の
う
ち
一
二
行
で
行
頭
の

音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。

平
賀
サ
ダ
モ
さ
ん
に
よ
る
神
謡
「
怪
鳥
フ
リ
と
白
ギ
ツ
ネ
」（
萱
野
、

一
九
九
八
）
で
は
、
折
り
節
以
外
の
歌
わ
れ
る
行
七
二
行
の
う
ち
、
四
音

節
が
二
一
行
、
五
音
節
が
四
八
行
、
六
音
節
が
一
行
、
七
ま
た
は
八
音
節

が
あ
わ
せ
て
二
行
認
め
ら
れ
、
四
音
節
で
歌
わ
れ
て
い
る
二
一
行
の
す
べ

て
が
行
頭
の
音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
。

貝
沢
こ
ゆ
き
さ
ん
口
演
の
神
謡
「
ク
モ
の
神
の
自
叙
」（
甲
地
、

二
〇
〇
〇
）
で
は
折
り
節
以
外
の
歌
わ
れ
る
行
が
八
〇
行
認
め
ら
れ
、
う

ち
四
音
節
が
二
四
行
、
五
音
節
が
四
二
行
、
六
音
節
が
七
行
、
七
な
い
し

九
音
節
が
七
行
で
あ
る
。
こ
の
口
演
で
も
、
四
音
節
の
二
四
行
で
は
す
べ

て
行
頭
の
音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
位
置
し
て
い
る
。

三
．
四
．「
音
節
数
志
向
」
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律

右
に
み
た
と
お
り
、
三
人
の
歌
い
手
は
い
ず
れ
も
、
四
音
節
の
行
を
し

ば
し
ば
用
い
る
口
演
と
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
口
演
を
記
録
に
残
し
て
い
る
。

四
音
節
の
行
を
用
い
る
か
否
か
に
は
ジ
ャ
ン
ル
の
偏
り
が
あ
り
、
叙
情
歌

の
三
例
は
い
ず
れ
も
四
音
節
の
行
を
好
ま
な
い
い
っ
ぽ
う
、
神
謡
の
三
例

で
は
四
音
節
の
行
が
全
体
の
一
五
〜
三
〇
％
現
れ
て
い
る
。
ま
た
四
音
節

の
行
の
大
半
は
、
行
頭
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
位
置
す
る
よ
う
、
第
一
音
節
が

閉
音
節
か
、
第
一
音
節
が
開
音
節
で
も
例
外
的
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ

る
単
語
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
行
の
音
節
数
の
偏
り
や
四
音
節
の
行
に
お

け
る
行
頭
ア
ク
セ
ン
ト
の
偏
在
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
は
自
然
に
は
起
こ
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
、
偶
然
で
は
な
く
意
図
的
な
規
則
・
技
法
と
し
て
の
韻
律

規
則
の
現
れ
だ
と
解
釈
さ
れ
る
。
奥
田
（
二
〇
一
二
、二
〇
一
七
）
は
、

三
．
二
．
に
示
し
た
五
音
節
以
上
の
行
を
要
求
す
る
、
つ
ま
り
四
音
節
の

行
を
許
さ
な
い
事
例
を
、
行
の
な
か
の
音
節
数
を
指
定
す
る
「
音
節
数
志

向
」
の
韻
律
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
三
．
三
．
に
示
し
た
よ
う

な
、
行
頭
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
れ
ば
四
音
節
の
行
を
許
容
す
る
事
例

を
、
行
の
な
か
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
置
を
指
定
す
る
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」

の
韻
律
に
従
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
場
合
五
音
節
の
行
で
は
三
．
一
．
に
示
し
た
規
則
の
と
お
り
行
の

第
一
・
第
二
音
節
の
ど
ち
ら
か
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
る
の
で
、
四
音

節
の
行
頭
の
一
音
節
と
五
音
節
の
行
頭
の
二
音
節
が
韻
律
的
に
等
し
く
扱

わ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
四
音
節
の
場
合
も
五
音
節
の
場
合
も
最
初
の
ア
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ク
セ
ン
ト
は
等
し
く
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
実
際
の
口
演
で

も
、
五
音
節
以
上
の
行
で
は
冒
頭
部
分
に
よ
り
多
く
の
音
節
が
配
置
さ
れ
、

行
の
音
節
数
に
か
か
わ
ら
ず
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
音
節
が
リ
ズ
ム
の
上
で

占
め
る
範
囲
は
重
な
る
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
（
末
尾
の
図
参
照
）。

四
．�

ア
ク
セ
ン
ト
志
向
の
韻
律
の
地
域
的
広
が
り
―
千
歳
の

事
例

奥
田
（
二
〇
一
九
）
は
、
北
海
道
千
歳
地
方
に
在
住
し
た
白
沢
ナ
ベ
さ

ん
に
よ
る
神
謡
二
篇
（
中
川
（
監
修
）
片
山
（
訳
・
解
説
）
一
九
九
五
）

を
分
析
し
、
そ
こ
に
も
沙
流
地
方
の
語
り
手
た
ち
と
同
じ
く
「
ア
ク
セ
ン

ト
志
向
」
の
韻
律
が
観
察
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
ず
「
ワ
オ
カ
ム
イ
」
と
題
さ
れ
た
神
謡
で
は
、
折
り
節
以
外
の
歌
わ

れ
る
行
は
二
二
六
行
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
音
節
が
一
行
、
三
音
節
が
二
行
、

四
音
節
が
六
二
行
、
五
音
節
が
一
三
二
行
、
六
音
節
が
二
五
行
、
七
音
節

が
四
行
で
あ
る
。
四
音
節
の
行
の
う
ち
五
六
行
と
、
二
ま
た
は
三
音
節
の

行
す
べ
て
に
お
い
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
行
頭
の
音
節
に
位
置
す
る
。

「
ア
ぺ
フ
チ
カ
ム
イ
」
と
題
さ
れ
た
神
謡
で
は
、
折
り
節
以
外
の
歌
わ
れ

る
行
二
二
〇
行
の
う
ち
、
四
音
節
は
七
九
行
、
五
音
節
は
一
三
〇
行
、
六

音
節
は
九
行
、
七
／
八
音
節
は
各
一
行
で
あ
る
。
四
音
節
の
行
の
う
ち

七
一
行
で
行
頭
の
音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
位
置
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
も
、
四
音
節
の
行
は
全
体
の
二
七
〜
三
六
％
を

占
め
そ
の
大
半
が
行
頭
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
の

口
演
を
観
察
し
て
も
、
や
は
り
五
音
節
以
上
の
行
は
冒
頭
部
分
に
よ
り
多

く
の
音
節
を
配
置
し
て
演
じ
ら
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
音
節
が
リ
ズ
ム

の
上
で
占
め
る
範
囲
は
、
四
音
節
の
場
合
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
音
節
数
志
向
」
の
韻
律

に
加
え
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律
も
、
ア
イ
ヌ
口
頭
文
芸
の
な
か
で

地
域
を
超
え
た
技
法
と
し
て
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
の
地

域
の
ど
れ
だ
け
の
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
う
し
た
韻
律
が
存
在
す
る
の
か
は
、
今

後
の
ア
イ
ヌ
口
頭
文
芸
の
記
述
研
究
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
と
な
る
。

五
．�「
音
節
数
志
向
」
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
含
意
す
る

も
の

以
下
で
は
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
さ
ら
に
進
め
、
ま
ず
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
お
け
る
韻
律
を
一
般
化
し
た
類
型
の
な
か
に
、
筆
者

が
提
案
す
る
「
音
節
数
志
向
」
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律
が
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
く
の
か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
ア
イ
ヌ
語
に
お
い
て
異
な

る
類
型
の
韻
律
が
共
存
す
る
こ
と
が
、
ア
イ
ヌ
口
頭
文
芸
の
研
究
あ
る
い

は
韻
文
の
研
究
全
体
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
含
意
を
持
つ
か
を
論
じ
る
。

五
．
一
．
韻
律
の
類
型
論
に
お
け
る
位
置

Lotz （1960

）
は
詩
歌
の
韻
律
の
類
型
論
に
か
ん
す
る
先
駆
的
な
研
究

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
の
韻
律
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

A
. Pure-syllabic

：
あ
る
統
語
的
単
位
に
お
け
る
音
節
数
だ
け
を
統
制
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B.  Syllabic-prosodic

：
音
節
数
に
加
え
て
ア
ク
セ
ン
ト
・
声
調
・
音

節
量
な
ど
を
統
制

B1. D
urational

：
特
定
の
位
置
で
の
母
音
・
子
音
の
長
さ
を
統
制

B2. D
ynam

ic

：
特
定
の
位
置
で
の
音
節
の
軽
重
を
統
制

B3. Tonal
：
特
定
の
位
置
で
の
声
調
の
出
現
を
統
制

こ
の
分
類
の
な
か
で
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
音
節
数
志
向
」
の
韻
律
は
Ａ
、

「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
は
Ｂ
2
の
類
型
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

A
roui （2009

）
は
、
言
語
の
超
分
節
的
な
要
素
を
単
位
と
す
る
韻
律

を prosodic m
etrics 

と
し
て
一
括
し
た
う
え
で
、prosodic m

odule

の

四
要
素
（
拍
、
ア
ク
セ
ン
ト
、
音
調
、
音
節
）
とm

etrical m
odule

の
二

要
素
（
配
列
、
数
）
を
組
み
合
わ
せ
、
理
論
的
に
成
立
し
な
い
「
音
節
―

配
列
」
を
除
く
七
つ
の
類
型
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
類
型
論
に
よ
れ
ば
、

ア
イ
ヌ
語
の
韻
律
の
「
音
節
数
志
向
」
は
「
音
節
―
数
」
型
の
韻
律
に
、

「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
は
「
ア
ク
セ
ン
ト
―
配
列
」
型
の
韻
律
に
分
類
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
語
の
韻
文
に
お
い
て
は
、
世
界
の
言
語
に
み
ら
れ

る
韻
律
の
類
型
の
う
ち
複
数
の
型
が
共
存
し
、
同
じ
語
り
手
に
よ
っ
て
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
の
限
ら
れ
た
知
見
の
範
囲
で
は
、

こ
う
し
た
技
法
の
類
例
は
他
の
言
語
・
文
化
に
お
い
て
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。

五
．
二
．
ア
イ
ヌ
口
頭
文
芸
の
歴
史
と
韻
律

二
．
一
．
に
あ
げ
た
と
お
り
、
従
来
の
研
究
は
「
音
節
数
志
向
」
の
韻

律
を
ア
イ
ヌ
口
頭
文
芸
の
一
般
的
な
特
徴
と
し
て
地
域
を
限
定
せ
ず
示
し

て
き
た
。
で
は
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律
は
、
す
で
に
み
た
沙
流
地

方
と
千
歳
地
方
を
超
え
て
、
ア
イ
ヌ
語
の
な
か
に
ど
の
程
度
広
が
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
韻
律
の
観
察
は
、
ジ
ャ
ン
ル
呼
称
、
話
型
あ
る
い
は
登
場

人
物
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
視
点
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
、
ア
イ
ヌ
口
頭

文
芸
の
地
域
的
分
布
と
そ
の
歴
史
的
解
釈
に
新
た
な
材
料
を
提
供
す
る
。

右
に
示
し
た
沙
流
地
方
と
千
歳
地
方
の
語
り
手
の
事
例
で
は
、
叙
情
歌

や
神
謡
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
韻
律
が
異
な
っ
て
い

た
。
い
っ
ぽ
う
例
え
ば
鳩
沢
ワ
テ
ケ
さ
ん
が
語
っ
た
英
雄
叙
事
詩
の
事
例

で
は
、
一
つ
の
物
語
の
口
演
の
な
か
に
「
音
節
数
志
向
」
と
「
ア
ク
セ
ン

ト
志
向
」
の
両
方
の
韻
律
が
現
れ
、
音
楽
的
な
リ
ズ
ム
の
違
い
に
よ
っ
て

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
（
奥
田
、
二
〇
一
二
）。
も
し
も
英
雄
叙
事
詩
の
口

演
に
お
け
る
両
方
の
韻
律
の
並
存
が
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
持
っ
て
認
め

ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
口
演
技
法
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
韻
文
の
伝
統
の

な
か
に
「
音
節
数
志
向
」
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律
そ
れ
ぞ
れ
が

確
立
し
た
あ
と
に
な
っ
て
、
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ア
イ
ヌ
語
の
方
言
差
や
そ
の
地
理
的
分
布
の
研
究
と
も
、
韻
律
の
分
布

の
研
究
は
視
点
を
共
有
す
る
。
例
え
ば
ア
イ
ヌ
語
の
な
か
に
は
ア
ク
セ
ン

ト
の
弁
別
を
持
た
な
い
方
言
が
存
在
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
沙
流
方
言
と
千

歳
方
言
は
地
理
的
な
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
特
徴
を
共
有
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
言
ご
と
の
音
韻
的
・
文
法
的
特
徴
の
分

布
と
口
頭
文
芸
の
韻
律
の
分
布
と
は
、
ど
の
程
度
重
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
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ア
イ
ヌ
語
の
外
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
南
に
位
置
す
る
日
本
語
で
は

こ
こ
で
い
う
「
音
節
数
志
向
」
と
類
似
す
る
「
一
行
の
な
か
の
拍
の
数
を

揃
え
る
」
型
あ
る
い
はA

roui

（2009

）
に
よ
る
「
拍
―
数
」
型
の
韻

律
が
支
配
的
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
北
方
の
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
語
の
韻
文
で

は
頭
韻
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
行
の
な
か
の
単
位
の
数
は
比
較
的
自
由
で
あ

り
、
ま
た
多
く
の
言
語
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
対
立
が
な
い
の
で
、
ア
イ
ヌ
語

の
よ
う
に
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
の
韻
律
を
韻
文
の
技
法
と
し
て
成
り
立

た
せ
る
の
は
難
し
い
。
現
時
点
で
は
ま
だ
証
拠
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

一
つ
の
仮
説
と
し
て
「
ア
ク
セ
ン
ト
志
向
」
は
ア
イ
ヌ
語
独
自
の
韻
律
的

技
法
で
あ
り
、「
音
節
数
志
向
」
は
日
本
語
の
韻
律
と
の
接
触
を
通
し
て
受

容
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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図（●は行の最初のアクセントのある音節）

鳩沢さんの「アマメチカッポ」より 音節数
○
si-

●
né

○
a-

○
mam

○
pus 5

○
ci-

●
tá-

○
ta-

○
ta-

○
ta 5

●
kí

○
wa

○
tap-

○
ne 4

●
c-é-

○
a-

○
hun-

○
ke 4

アクセント

平賀さんの「怪鳥フリと白ギツネ」より
○
u

●
wén

○
ka-

○
su-

○
no 5

○
ci-

●
kí

○
hi

○
ku-

○
su 5

●
pís

○
ta

○
sa-

○
p-as 4

●
án-

○
ra-

○
ma-

○
su 4

アクセント


